





















































（2）満鉄上海事務所長報「中支占領地区ニ於ケル宣撫工作概要」昭和 13 年 3 月 16 日（井上久士
編・解説『華中宣撫工作資料』十五年戦争極秘資料集 13』不二出版、1989 年 12 月、48 ~ 53 頁）。
この史料は「満鉄・一九三七年宣撫工作計画」に収められた全 10 編のひとつ である。同史料
の引用は、これによる。1937 年 10 月、上海近郊宝山での活動に始まり、38 年 3 月には華中








































られざる戦史』12 頁）という。その間、同年 7 月には銃撃や手榴弾での
攻撃で再び負傷し、南京陸軍病院に入院、加療したが、8 月には警備隊に





月徐州にあった師団司令部参謀部勤務となった。同年 11 月から 12 月にか
けて、初年兵受領のために名古屋に戻り、その時大量の写真を持ち帰られ






















































































































































































































































































































































































































































































































梶野：私は、昭和 16 年 10 月末に部隊本部に戻ってすぐ分遣隊勤務を命じ






















































































梶野：それから少し経った昭和 18（1942）年 7 月、私は宿県というとこ
ろへ移動しました。しかし、軍の移動は機密事項なので、お世話になっ
た集落の人に挨拶もできませんでした。ところが、昼から移動を始め




































　　　少し遡って、昭和 20 年の 3 月ですが、私は曹長になりました。こ
れは特別なことでした。普通志願しなければ軍曹止まりで曹長にはな
れませんでしたが、聞くところによると師団長の特別抜擢というのが




















馬場：徐州から上海に出られたのが 21 年の 3 月ですか。


























































































































































（5）新四軍を中心とした、華中の状況に関しては、三好章『摩擦と合作―新四軍 1937 ~ 1941』（創
土社、2003 年 3 月）参照。
（6）三好章「新四軍東北移駐試論」（『中国研究月報』第 55 巻第 2 号、2001 年 2 月）参照。
−60− −61−
華中特務工作の回想……梶野渡氏インタヴュー
である国民政府軍に武器を引き渡したものの、共産党軍がそれを奪いに攻
撃をしかけてきたために、国民政府軍が日本軍に再武装を要請したことな
ど、一つ一つが歴史の転換点であったといえよう。
　なお、以下に梶野氏が所持されている写真の極く一部を掲載する。
１．宣撫工作
ポスター貼り⑴
パレード
スローガン
医療活動
ポスター貼り⑵
村芝居
−62− −63−
２．八路軍殲滅戦、国民政府軍救出
３．南京陸軍病院
八路軍の遺棄死体
病院棟
国民政府軍将校
陣地の捜索
体内から取り出した手榴弾片
−62− −63−
華中特務工作の回想……梶野渡氏インタヴュー
４．村民と日本兵
５．汪政権要人
右より二人目高冠吾
